
連合農学研究科教学アセスメントプラン 

 

１．アセスメントの目的 

 大学をめぐる社会情勢や本学の学生の状況を視野に入れつつ、データに基づいた大学全

体、研究科および学位プログラムとしての専門教育の教育改善（カリキュラム改善・授業改

善を含む）と、学修支援、学生支援の一層の向上を図ることを目的として、学修成果のアセ

スメントを行う。 

アセスメントでは、直接評価と間接評価を取り入れる。直接評価については、教育に関す

る各種指標を収集・分析し、間接評価については、学生に対するアンケートを中心にデータ

を収集する。アンケートにおいて在学時の学修状況、修了時の能力獲得状況、修了後の能力

活用状況を測ることで、学生全体の状況だけではなく、個々の学生の能力や学修状況の変化

も追跡する。このデータを教育に関する各種指標と併せて分析することで、学修支援の改善

を行い、学修支援・学生支援への活用を図ることを目指す。 

 

２．達成すべき水準 

 アセスメントに当たり、連合農学研究科では、達成すべき質的水準を研究科として、およ

び専攻ごとに定めている。アセスメントにあたっては、この質的水準に対する到達を中心に

確認を行う。 

 

３．アセスメントの方法 

 別紙のとおり。 

 

  



各種指標、調査 評価項目 評価の観点 実施時期・頻度 結果の活用方法 

成績評価分布 
履修者の単位修得状況及

び成績評価比率 

【各授業科目】履修者が授業の到達目標をどの程度の水

準で達成できているか、また到達目標の設定が妥当なも

のであるかどうかを確認する。 

毎年 1 回 

授業の到達目標の達成水

準の設定及び成績評価方

法の検証に活用する。 

【各プログラム】授業科目の成績評価や単位認定が厳格

かつ客観的に行われているか、成績評価の分布に偏りが

ないかを組織的に確認する。 

毎年 1 回 
成績評価の在り方の改善

に活用する。 

授業アンケート 

（共通科目） 

学修の充実度、学修行動、

授業運営への満足度 

各授業科目における学修プロセスの適切さや授業・学修

への満足度・充実度を確認する。 
授業終了時に 1 回 授業の改善に活用する。 

DP 達成量 

単位修得状況とカリキュ

ラム・チェックリストに基

づき算出した DP 達成量 

DP 達成量の推移から教育課程の妥当性を確認する。 毎年１回 教育課程の改善に活用。 

DP 達成度自己評価 
DP に対する達成度自己

評価 

DP の各項目に対する達成度とその推移から学修成果を確

認する。 
毎年１回 

教育課程の改善と学修指

導に活用する。 

研究発表会（学位論

文中間発表会、およ

び学位論文公開審査

会・最終試験） 

学位申請にかかる学修の

達成度 

学位申請に関して、DP で定めた学修成果の達成度を確認

する。 
最終年度に各 1 回 

学位申請の可否の判断、

学修の達成度把握と研究

指導の改善に活用する。 

研究指導（研究進捗

報告会） 

大学院研究指導における

指導体制、研究の進捗状況 

入学時の指導計画に基づいて指導体制、研究進捗状況を

確認する。 

毎年 1 回（最終年

度を除く） 

研究の進捗状況および学

修の達成度把握と研究指

導の改善に活用する。 

修了時調査（修了生

アンケート） 

博士課程における自己達

成度、教育や大学生活への

満足度 

自己達成度（研究遂行力、学際的思考力、異文化コミュ

ニケーション力、研究成果発信力）、教育や大学生活へ

の満足度、要望を確認する。 

毎年 2 回（修了

時） 

教育課程の改善、キャリ

ア教育に活用。 

修了率、留年率、 

中途退学率 

標準修業年限以内での学

位の取得状況や退学率 

標準修業年限以内で学位の取得に至っている比率（修了

率）を確認する。留年率、退学率が高い場合はその要因

を確認する。 

毎年１回 
教育課程の改善、学生生

活の支援に活用。 



修了生の進路 
修了生の就職率・進学率、

就職先、進学先状況 

就職の状況、進学の状況が DP に則して妥当なものであ

るか、DP に則した人材育成がなされているかを確認す

る。 

毎年１回 
教育課程改善、キャリア

教育に活用。 

修了後調査 

現在の就業、大学での学

修・支援と仕事の関連（DP

と修了後の関連） 

学位授与に際して身につけた能力が修了後どのように生

かされているか、社会で活躍するために、どのような学

修が求められるかを確認する。 

3 年に 1 回（修了

後 3 年以上経過時

点） 

教育課程改善に活用。 

雇用先アンケート 

修了生の雇用先における

学修を踏まえた活躍の評

価 

修了生が修了後に在学時の学修成果を生かしているか、

それについて外部の視点から見てどのようであるかを確

認する。 

3 年に 1 回（修了

後 3 年以上経過時

点） 

教育課程改善に活用。 

修了生懇談会 
教育や大学生活への満足

度 
教育や大学生活への満足度や要望などを確認する。 

毎年 2 回（修了

時） 

教育課程の改善、キャリ

ア教育に活用。 

 


